
伊方発電所３号機バックチェック 基準地震動Ｓｓ策定の概要
～地質・地質構造調査～

・敷地からの距離に応じ、既存文献の調査，変動

地形学的調査、地表地質調査、地球物理学的調

査等を組み合わせて十分な調査を実施する。

・特に敷地近傍においては、より精度の高い詳細

な調査を実施する。

・耐震設計上考慮する活断層としては、後期更新

世以降の活動が否定できないものとする。なお、

その認定に際しては最終間氷期の地層又は地形

面に断層による変位・変形が認められるか否か

によることができるものとする。

調査方針

調査内容

敷地周辺の調査
●調査範囲：
敷地を中心とする半径約30km範囲およびその周辺

●調査内容（陸域）：
・文献調査
・地形調査（変動地形学的に変位地形を抽出）
・地球物理学的調査（反射法地震探査，重力測定）
・地表地質調査（地表踏査，ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査，ﾄﾚﾝﾁ調査）

●調査内容（海域）：
・文献調査
・海底地形調査（変動地形学的に変位地形を抽出）
・海上音波探査および既往の記録の再解析
・他機関の海上音波探査記録の解析
・地球物理学的調査（屈折法探査，航空重力測定）

敷地近傍の調査
●調査範囲：
敷地を中心とする半径約5km範囲

●調査内容：
・文献調査
・地形調査（変動地形学的に変位地形を検討）
・地球物理学的調査（重力測定，屈折法探査）
・地表地質調査（詳細な地質・地質構造を調査）
・海上音波探査および既往の記録の再解析

敷地の調査
●調査内容：
・文献調査
・地形調査（変動地形学的に変位地形を検討）
・地表地質調査
・これまでに実施した調査結果の検討
（ボーリング調査，試掘坑調査等）

耐震設計上考慮する活断層

・敷地前面海域の断層群

（中央構造線断層帯）

・五反田断層

・Ｆ－２１断層

敷地近傍に活断層は認められ

ない。

調査結果

参考図－１に敷地周辺において耐震設計上考慮する活断層を、
参考図－２に四国北西部の中央構造線断層帯のセグメント区分を示す。

敷地に活断層は認められない。

敷地の地下構造が地震動評価

に与える影響については、現

状で得られている情報から認

められないものと評価した。

WG3第52-2-2号
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耐震設計上考慮する活断層一覧表

名称 活断層の長さ

① 敷地前面海域の断層群
（中央構造線断層帯）

約５４ｋｍ
（～約３６０ｋｍ）

② 五反田断層 約２ｋｍ

③ Ｆ－２１断層 約１９ｋｍ

※活断層分布は以下の文献に基づいて作成

陸域：「活断層詳細デジタルマップ」(2002)

海域：「［新編］日本の活断層」(1991)，

七山ほか(2002)，島崎ほか(2000)

参考図－１ 敷地周辺において耐震設計上考慮する活断層

中央構造線断層帯（地震調査研究推進本部）
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敷地前面海域の断層群
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右屈曲
約4km

伊方沖
右屈曲
約1km

串沖
右屈曲
約4km

重信
右屈曲
約5km

敷地前面海域の断層群

54k
m

基本震源モデル

参考図－２ 四国北西部の中央構造線断層帯のセグメント区分

※活断層分布は以下の文献に基づいて作成

陸域：「活断層詳細デジタルマップ」(2002)

海域：「［新編］日本の活断層」(1991)，

七山ほか(2002)，島崎ほか(2000)
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伊方発電所３号機バックチェック 基準地震動Ｓｓ策定の概要 ～地震動評価～

敷地ごとに震源を特定して策
定する地震動

内陸地殻内地震

●敷地前面海域の断層群による地震
●五反田断層による地震
●Ｆ－２１断層による地震

参考図－３及び参考図－４に検討用地震の地震動評価に用いた
震源モデルの概要を、参考図－５に基準地震動Ssを示す。

敷地周辺で発生する地震に関
する調査
・地震発生様式
・活断層（変動地形）
・過去・現在の地震発生状況
・プレート間および海洋プ
レート内で発生する地震

・その他の知見

震源を特定せず策定する地震動

プレート間地震

● ６８４年 土佐その他南海・東海
・西海諸道の地震(M81/4)

●１７０７年 宝永地震(M8.6)
●１８５４年 安政南海地震(M8.4)
●想定南海地震

(地震調査研究推進本部 M8.4)
●想定南海地震

(中央防災会議 M8.6)
●１４９８年 日向灘の地震(M71/4)
●日向灘の地震

(地震調査研究推進本部 M7.6)

海洋プレート内地震

震源と活断層を関連付けることが困難な過去の内陸地殻内の地震について得られた震源近傍における観測記録を
収集して設定した応答スペクトル

応答スペクトルに基づいた地震動評価
●敷地前面海域の断層群による地震

基本震源モデル：敷地前面海域の断層群(L=54km)
アスペリティ深さ(断層上端)

不確かさの考慮：応力降下量の不確かさ(1.5倍)
地質境界断層の知見(北傾斜30°)
断層長さの不確かさ(L=69km)
傾斜のばらつき（南傾斜80°）※

断層モデルを用いた手法による地震動評価
●敷地前面海域の断層群による地震

基本震源モデル：敷地前面海域の断層群(L=54km)
アスペリティ深さ(断層上端)

不確かさの考慮：破壊開始点の不確かさ(3ケース)
応力降下量の不確かさ(1.5倍)
地質境界断層の知見(北傾斜30°)
断層長さの不確かさ(L=69km)
130km連動(カスケード)
傾斜のばらつき（南傾斜80°）

妥当性の確認 ：360km連動(カスケード)
130km連動(スケーリング)

応答スペクトルに基づいた地震動評価
●想定南海地震(中央防災会議 M8.6)

基本震源モデル：予め不確かさ(下記)を考慮したモデル
不確かさの考慮：地震規模(M8.6：既往最大)

断層モデルを用いた手法による地震動評価
●想定南海地震(中央防災会議 M8.6)

基本震源モデル：予め不確かさ(下記)を考慮したモデル
不確かさの考慮：地震規模(M8.6：既往最大)

破壊開始点(破壊が敷地へ向かうケース)

応答スペクトルに基づいた地震動評価
●想定スラブ内地震（M7.0）

基本震源モデル：予め不確かさ(下記)を考慮したモデル
不確かさの考慮：地震規模(M7.0：既往最大)

断層面の位置(敷地真下)

断層モデルを用いた手法による地震動評価
●想定スラブ内地震（M7.0）

基本震源モデル：予め不確かさ(下記)を考慮したモデル
不確かさの考慮：地震規模(M7.0：既往最大)

断層面の位置(敷地真下)
破壊開始点(3ケース)

基準地震動Ss

・応答スペクトルに基づく
手法による基準地震動Ss

・断層モデルを用いた手法
による基準地震動Ss

検討用地震の選定 不確かさを考慮した地震動評価

（Zhao et al.(2006)による応答スペクトルの比較等により、敷地への影響が大きい地震を検討用地震とする）

敷地に大きな影響を
与える検討用地震

※ 地震規模及び等価震源距離は
基本震源モデルと変わらない
ため、基本震源モデルによる
評価で代表させた。
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●１６４９年 安芸・伊予の地震(M6.9)
●１８５４年 伊予西部の地震(M7.0)
●１９６８年 豊後水道の地震(M6.6)



参考図－３ 敷地前面海域の断層群による地震
の地震動評価に用いた震源モデル

54kmモデル

断層傾斜角90度
アスペリティ上端

断層傾斜角90度
アスペリティ上端

北傾斜30°

応力降下量1.5倍

不確かさ

不確かさ

断層傾斜角90度
応力降下量1.5倍
アスペリティ上端

断層傾斜角90度
応力降下量1.5倍
アスペリティ上端

断層傾斜角30度
アスペリティ上端

断層傾斜角30度
アスペリティ上端

○断層長さは54km

○傾斜角は90度

○断層上端深さは2km（下端深さは15km）

○アスペリティ深さは断層上端

○破壊開始点として断層西下端，中央下端，
東下端を設定し、各ケースで評価を実施

基本震源モデル

69kmモデル

断層傾斜角90度
アスペリティ上端

断層傾斜角90度
アスペリティ上端

○安全側に、引張性ジョグの全長を含む領域に対して
スケーリング則を適用する → 断層長さ69km

不確かさ考慮①

不確かさ考慮②

不確かさ考慮③

○活断層としての中央構造線断層帯が地質境界断層
としての中央構造線と一致する可能性を踏まえ、北
傾斜30度を考慮

○応力降下量1.5倍を不確かさとして考慮

不確かさ

★破壊開始点

13km

伊方発電所

69km★

★

★

※応答スペクトル手法では，断層長さ
に基づいて地震規模を設定し、断層
モデルを用いた手法では断層面積に
基づいてパラメータを設定した。

13km

伊方発電所

54km

30°

26km

伊方発電所

54km

★

★

★

13km

伊方発電所

54km

★

★

★

★

★

★

130km連動モデル
（カスケード）

断層傾斜角90度
アスペリティ上端

断層傾斜角90度
アスペリティ上端

13km

伊方発電所

126km

不確かさ考慮④

不確かさ

○地震本部の知見も踏まえ、断層の連動（断層長さ
約130km）を考慮

破壊開始点は
断層東下端

念のため検討 断層傾斜角30～90度
アスペリティ上端

断層傾斜角30～90度
アスペリティ上端

13km

伊方発電所

370km

○地震本部の知見も踏まえ360kmの連動を考慮

Ss妥当性確認

断層傾斜角90度
アスペリティ上端

断層傾斜角90度
アスペリティ上端13km

伊方発電所

126km

○断層トレースの形状や連続性、また地表変位量の情
報からはカスケードモデルを不確かさ考慮ケースとし
たが、念のためスケーリングモデルでも評価

Ss妥当性確認

360km連動モデル
（カスケード）

130km連動モデル
（スケーリング）

132˚

0

km

54kmモデル

54kmモデルはジョグにおける断層の
対置構造（Y字形状の接点）を基点と
考え，断層モデルのメッシュサイズ
(3km)を考慮して長さを54kmとした

54kmモデル基点

132˚

0

km

54kmモデル

54kmモデルはジョグにおける断層の
対置構造（Y字形状の接点）を基点と
考え，断層モデルのメッシュサイズ
(3km)を考慮して長さを54kmとした

54kmモデル基点

132˚

0

km

69kmモデル

69kmモデルは，ジョグの形状および断
層モデルのメッシュサイズ(3km)を考慮
して，42km区間の西端から西方に
15km，東端から東方に12km延伸した

132˚

0

km

69kmモデル

69kmモデルは，ジョグの形状および断
層モデルのメッシュサイズ(3km)を考慮
して，42km区間の西端から西方に
15km，東端から東方に12km延伸した

132˚ 133˚ 134˚ 135˚

34˚

0 50

km

360km連動モデル

敷地前面海域
54km 90°

伊予セグメント
33km 90°

川上セグメント
39km 90°

讃岐山脈南縁－石鎚山脈北縁東部
132km 北傾斜35°

紀淡海峡－鳴門海峡
40km 北傾斜30°

和泉山脈南縁
60km 北傾斜43°

金剛山地東縁
12km 西傾斜43°

：断層モデル上端線

：断層トレース

360km連動モデル

132˚ 133˚

34˚

0 50

km

130km連動モデル

敷地前面海域
L=54km dip=90°

伊予セグメント
L=33km dip=90°

川上セグメント
L=39km dip=90°

：断層モデル上端線

：断層トレース

：断層モデル上端線

：断層トレース

○各々のセグメントにおいて断層ト
レースに極力忠実にモデル上
端を設定

○また，端点同士がほぼ重なるよ
うに設定

130km連動モデル

敷地への影響が相対的に
大きなケース

不確かさ
南傾斜80°

断層傾斜角80度
アスペリティ上端

断層傾斜角80度
アスペリティ上端

不確かさ考慮⑤

伊方発電所54km

80°

13.2km

★

★

★

○角度のばらつきを考慮
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参考図－４ 海洋プレート内地震・プレート間地震の地震動評価に用いた震源モデル

検討用地震 想定南海地震（中央防災会議）

中央防災会議(2003)の想定南海地震モデル
(Ｍ8.6)は既往最大規模の宝永地震(Ｍ8.6)や安
政南海地震の各地の震度分布を再現できるモ
デルであることや敷地への影響の程度を踏ま
え、同モデルを採用することで震源規模および
震源要素の不確かさを予め考慮したものとする。

断層モデルを用いた地震動評価において破壊
開始点はアスペリティの破壊が敷地に向かう方
向となるように設定。

不確かさの考慮

132° 133° 134° 135° 136°
32°

33°

34°

0 50 100

km

４

３

２-２

２-１

１

伊方発電所

：破壊開始点

図中の番号はアスペリティ番号

プレート間地震の震源モデル

検討用地震 1649年安芸・伊予の地震（M6.9）

想定スラブ内地震として地震発生位置の不確かさを考慮して敷地下方での発生を想定し、さらに地震規模として既往最大
の規模であるＭ7.0（1854年伊予西部）を採用した地震を設定する。
加えて断層モデルでは，破壊伝播方向の不確かさを考慮して破壊開始点を３箇所に設定。

不確かさの考慮

基準点
E132°22′15″
N 33°33′ 6″

Ｎ Ｓ

第１アスペリティ

第２アスペリティ

15
.0
(k
m)

41
.0
(k
m)

31.5(km)

断層モデル図

：破壊開始点

地 表Ａ Ａ'

55°上端深さ：41km

(Ａ－Ａ'断面図)

断層面は2001年芸予地震のYagi & Kikuchiモデルを参考に設定

 

131 °30' 132°00' 132 °30' 133°00'
33 °00' 

33 °30' 

34 °00' 
0 50

km

伊方発電所

Ａ'Ａ

基準点
E132°22′15″
N 33°33′ 6″

1649年安芸・伊予の地震

海洋プレート内地震の震源モデル
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参考図－５ 基準地震動Ssについて

応答スペクトルに基づく手法による基準地震動Ss
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基準地震動Ss-1V
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基準地震動Ss-1，Ss-2

基準地震動Ss-2の時刻歴波形
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基準地震動Ss-1の時刻歴波形

断層モデルを用いた手法による基準地震動Ss

内陸地殻内地震：不確かさ考慮②（54km，30度）
【ハイブリッド合成法：経験的グリーン関数法＋理論地震動】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基準地震動Ss-2NS・EW
内陸地殻内地震：不確かさ考慮②（54km，30度）
【ハイブリッド合成法：統計的グリーン関数法＋理論地震動】

プレート間地震

海洋プレート内地震（破壊開始点　中央下端）

基準地震動Ss-1H

内陸地殻内地震：不確かさ考慮②（54km，30度）
【ハイブリッド合成法：経験的グリーン関数法＋理論地震動】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基準地震動Ss-2UD
内陸地殻内地震：不確かさ考慮②（54km，30度）
【ハイブリッド合成法：統計的グリーン関数法＋理論地震動】

プレート間地震

海洋プレート内地震（破壊開始点　中央下端）

基準地震動Ss-1V
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応答スペクトル手法としては，耐専スペクトルを基本とするが耐専スペクトルが適用できないケースについてその他の距離減衰式を採用し，
その他距離減衰式も適用できない場合は断層モデルの結果を参考までに表記した。
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加速度（水平動：Ｓｓー２NS）
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加速度（鉛直動：Ｓｓー２UD）
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MTL54km90度1.5倍(断層モデル)

MTL54km30度（耐専）

MTL69km90度（その他距離減衰式）

プレート間地震（耐専 M8.6 Xeq=156km)※

海洋プレート内地震（耐専 M7.0 Xeq=49km)

震源を特定せず策定する地震動

基準地震動S2

基準地震動Ss-1H

※：地震規模外挿のため参考扱い
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MTL54km30度（耐専）

MTL69km90度（断層モデル）

MTL54km80度（断層モデル）

プレート間地震（耐専 M8.6 Xeq=156km）※

海洋プレート内地震（耐専 M7.0 Xeq=49km)

震源を特定せず策定する地震動

基準地震動Ss-1V

※：地震規模外挿のため参考扱い
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MTL54km90度1.5倍(断層モデル)

MTL54km30度（耐専）

MTL69km90度(その他距離減衰式）

プレート間地震（耐震 M8.6 Xeq=156km)※

海洋プレート内地震（耐専 M7.0 Xeq=49km)

震源を特定せず策定する地震動

基準地震動S2

基準地震動Ss-1H

※：地震規模外挿のため参考扱い
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